
 

 

 

『ルナルナ』に“大阪府特設ページ”がオープン！ 
～妊活に関する知識啓発や制度紹介により、府内の妊娠・出産を望む夫婦をサポート～ 

（株）エムティーアイ（以下、「当社」）が運営する、ライフステージや悩みにあわせて女性の一生をサポートする健

康情報サービス『ルナルナ』は、大阪府内の妊娠を望む夫婦に向けた支援拡充を目指し、3月 18日（月）よりサービ

ス内に“ルナルナ×大阪府 特設ページ”を設け、妊娠・出産・不妊に関する情報提供を開始します。 

当社と大阪府は、2018 年 8 月に「妊娠・出産・不妊の支援に係る連携・協力に関する協定書」を締結し、今回の特

設ページ開設は連携施策の第一弾となります。『ルナルナ』内に府民専用のページを設けることで、妊娠を希望する

府民が健康情報の管理だけでなく、不妊治療に関する正しい知識や、府の取り組みなどを知ることができ、早期不妊

治療の開始や、妊娠・不妊に関する支援制度の活用促進が期待できます。 
 

◆『ルナルナ』×大阪府 「妊活をサポートしたい」という思いを共にし、コラボレーションが実現 

近年、晩婚化・晩産化の影響などにより不妊に悩む夫婦は増加傾向にあり、国立社会保障・人口問題研究所の調

査※1によると、不妊の心配をしたことがあるという夫婦は 3 組に 1 組、実際に不妊検査や治療を受けたことがある夫

婦はおよそ 5.5 組に 1 組と言われています。また、特定不妊治療に指定さ

れる体外受精、及び顕微授精については保険適用がされないため、子ども

を持つためには高額な治療費が必要となるケースも少なくありません。 

このような背景を受け、当社と大阪府は「一組でも多くの子どもを望む夫

婦を支援したい」という共通の思いから、昨年 8月に「妊娠・出産・不妊の支

援に係る連携・協力に関する協定書」を締結し、この度『ルナルナ』内で特

設ページを開設します。 

 

特設ページ内では、不妊・不育についての相談を受け付けている「大阪

府不妊専門相談センター」の紹介もあり、不安な気持ちをいつでも相談でき

る環境をサポートしています。 

また、簡単な情報を入力するだけで自分が利用できる可能性のある不妊

治療費等助成制度を自動的に案内するツールを提供するなど、府や府内

市町村が実施する助成制度を、より身近で活用しやすいものにします。 

 

≪“ルナルナ×大阪府 特設ページ”の主な機能≫ 

・不妊・不育にまつわる相談窓口の 

紹介 

・府や府内自治体が実施する不妊治

療等に関する助成金情報の提供 

・指定医療機関の紹介 

 

 

 

 

 

 

※「ルナルナ×大阪府 特設ページ」は

『ルナルナ』（アプリ版、WEB 版）及び

基礎体温記録アプリ『ルナルナ 体温ノ

ート』の「地域情報」メニューより確認で

きます。 

 

2019年 3月 18日 



自分が妊娠できるかどうか 82.8%

経済的な負担 63.9%

出産時の自分の体力・体調面 33.1%

経済的な負担 62.7%

自分が妊娠できるかどうか 58.6%

妊娠～育児と仕事が両立できるか 37.1%

経済的な負担 70.8%

自分が妊娠できるかどうか 54.8%

出産時の自分の体力・体調面 46.0%

Q. 今後子どもを持つことを想定した際、不安なことは何ですか。（複数回答/上位3つ）

既婚女性

未婚女性

既に子供がいて第2子以降を望む女性

◆ 妊娠・不妊に関する意識を大調査！大阪府の女性が抱える不安とは 

『ルナルナ』が行った「妊娠・不妊に関する意識

調査」※では、子どもを望む大阪府の女性が抱え

る、子どもを持つことへの不安が明らかになって

います。 

特に子どもを望む既婚女性の不安は「自分が

妊娠できるかどうか」が 8 割以上と、不妊への不

安が最も多い結果となりました。また、未婚で将

来子どもを望んでいる女性と、既に子どもがいて

第 2子以降を望む女性が最も不安に感じているこ

とは「経済的な負担」で、次に「自分が妊娠できる

かどうか」が続きました。 

これらの不安を早い段階で取り除き、一組でも

多くの夫婦が将来の妊娠について前向きな気持

ちで一歩を踏み出せるように、今回の特設ページの開設が、正しい知識の啓発や、行政が行う様々な支援を有効

活用できるきっかけとなることを願っています。 

※アンケートの詳細は別紙にてご確認いただけます 
 

【大阪府健康医療部 藤井睦子部長からのコメント】 

このたび、妊娠・出産を望みながらも不妊・不育で悩まれているご夫婦を支援するた

め、（株）エムティーアイ様のご協力を得て、健康情報サービス『ルナルナ』内に「ルナル

ナ×大阪府 特設ページ」を設けていただくことになりました。 

不妊・不育にまつわる相談窓口「大阪府不妊専門相談センター」のご案内やお住まい

の市町村で申請できる助成金などをお知らせします。 

不妊・不育治療はできる限り早期にスタートしていただくことが大切です。不妊・不育

に悩まれている皆様に「ルナルナ×大阪府 特設ページ」をご覧いただき、お役立てて

頂ければ幸いです。 

 

※1：国立社会保障・人口問題研究所 「第 15回出生動向基本調査」（2015年）より 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

サイト名 ルナルナ® 

概要 ライフステージや悩みにあわせて女性の一生をサポートする健康情

報サービス 

＜無料コース＞生理日予測を始めとする、女性のカラダとココロの健

康管理サービス。過去の生理日から生理日・排卵日を予測し、日々の

体調変化をお知らせします。 

＜ベーシックコース＞デリケートな女性のカラダとココロの健康情報サ

ービス。生理日管理に加えて、あなたにあったカラダやお肌、ココロの

状態を 365 日サポートします。 

＜ファミリーコース/プレミアムコース＞妊活から妊娠・出産までを独自

の予測ロジックやアドバイスでサポートするサービス。妊娠しやすいタ

イミングを「仲良し日」としてお知らせし、妊活を手厚くサポートします。 

課金額（税抜） ベーシックコース：月額 180 円  ファミリーコース：月額 300 円 

プレミアムコース：月額 370 円 

アクセス方法 『ルナルナ』で検索  

報道関係の方からのお問い合わせ先 

株式会社エムティーアイ 広報室 

TEL ：03-5333-6323   FAX： 03-3320-0189 

E-mail：mtipr@mti.co.jp URL：http://www.mti.co.jp 

一般のお客様からのお問い合わせ先 

株式会社エムティーアイ コンタクトセンター 

E-mail： newlnln_support@cc.mti.co.jp 

※『ルナルナ』は（株）エムティーアイの登録商標です。 

mailto:mtipr@mti.co.jp
http://www.mti.co.jp/
mailto:lnln_support@cc.mti.co.jp


［別紙 1］ 

≪参考資料≫ 

『ルナルナ』によるアンケート～大阪府女性の妊娠・不妊に関する意識調査～ 

調査実施期間：2017年 9月 6日~18日  調査対象：10代～50代以上の大阪府在住の女性 2,245名 

 

Q．将来子どもが欲しいですか。 

現在子どもがいない女性へ、将来

子どもを望むかどうかを聞いたところ、

既婚・事実婚で子どもがいない女性

の 84.8%が「できるだけ早く（1年以内

に）欲しい」と回答しました。 

一方、未婚・離死別で子どものい

ない女性は、「具体的な時期はわから

ないが、いずれ欲しい」と回答した人

が 30.9%と最も多い結果となりました

が、時期を定めなければ 9 割以上が

子どもを望んでいることがわかりま

す。 

 

 

 

 

 

また、既に子どもがいる女性に対

して、第 2 子以降を望むかどうかを聞

いてみると、約 6 割が「子どもが欲し

い」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q．子どもは何人欲しいと考えていますか 

 

現在子どもがいない女性のうち、

「将来的に子どもが欲しい」と回答し

た人を対象に、理想の子どもの数を

たずねると、既婚・未婚に関わらず約

9 割の人が 2 子以上を望んでいるこ

とが明らかとなりました。 

 

 

 

 

 

 

（n=627） 



［別紙 2］ 

Q．今後子どもを持つことを想定した際、何か不安なことはありますか 

今後子どもを望む女性に、子ども

を持つことを想定した際、何か不安な

ことはあるかを聞くと、既に子どもを

いる女性でも 8 割近くが「不安があ

る」と回答しました。現在子どもがい

ない女性は8割以上が「不安がある」

と答え、多くの女性にとって子どもを

持つことは望みでもあり、不安でもあ

ることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

Q． 子を持つことを想定した際、不安に思っていることは何ですか（複数回答） 

子どもを持つことに対しての不安は、既婚・未婚や既に子どもがいるかどうかに関わらず「自分が妊娠できるかど

どうか」と「経済的負担」の回答が目立ちました。特に、既に子どもがいる女性も自分が妊娠できるかどうかを過半数

の人が不安に思っているという結果からも、不妊への不安が根強いことがわかります。 


